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１月２３日、練馬区立生涯学習センターで

開かれた、練馬区いじめ防止実践事例発表会

に参加してきました。そこでは、いじめ防止

に向けての取組として、本年度は区内の全小

中学生がいじめ防止ポスターを描いたのです

が、その中から優秀と認められた作品の表彰

や、区内の小中学校、保護者(ＰＴＡ活動)、

地域が行った取組の紹介が行われました。ど

のポスター、そして取組も、いじめ一掃に向

けた様々な知恵が感じられ、本校に生かせる

ものがあると参考になりました。

今回の発表会で、私が一番心に残ったのは

谷口雄麿教育指導課長が発表会に参加した子

供たちに向けて話した言葉です。

「いじめをなくすために、先生も、保護者

も、地域の方々も皆一生懸命に取り組んでい

ます。でも、これだけではいじめはなくなり

ません。一番大切なことは、あなたたち子供

たちが『いじめをなくそう』と声をかけ合う

ことです。」

いじめを本当になくすためには、肝心の子

供たちが、いじめはいけないんだと心からそ

う思えるように育てていくことが重要です。

そのために私たち大人は何をしていったらよ

いのでしょう。私は、子供たちに「当事者意

識」と「危機意識」をもたせていくことだと

考えました。

当事者意識とは、いじめなんて自分には関

係ない、他人事だと思うのでなく、自分の言

動は相手を傷つけていないかと気にかけられ

ることです。そして、自分たちのグループに

はいじめがないか、クラスは大丈夫かと気に

かけていけることです。その際、大事なこと

は、相手の友達は一体どんな気持ちになって

いるか、その子の身になって考えられること

です。

「いじる」という言葉を聞いたことがある

と思います。軽い気持ちで相手をからかった

り、冷やかしたりすることです。

ある低学年の子から、みんなにからかわれ

て困っていると相談を受けたことがあります。

話を聞いてみると、その子の苗字と別のある

品物の名前とが似ていて、わざと苗字を変え

て呼ばれるのだそうです。子供たちを集めて

話を聞いたところ、呼んでいた方の子供たち

は単純に面白いからふざけて言っていたよう

でした。次に、呼ばれている子供の話を聞い

たのですが、そこで呼ばれている子の気持ち

が分かり、自分たちはいけないことをしてい

たと気付いたようでした。これからは変な苗

字で呼ばないと約束して謝り、話し合いは終

わりました。

自分には悪気がなかったとしても、相手が

嫌な気持ち、辛い気持ちになったなら、それ

はもう「いじる」ではなく、「いじめ」とと

らえます。子供たちには相手の人の気持ちを

共感的に分かってあげられる想像力を様々な

機会を通じて育てていきたいと思います。

危機意識とは、いじめが「された側」にも、

そして「した側」にも、どれだけの悪影響を

与えてしまうのか、それをしっかり考えられ

ることです。

いじめが原因で不登校になってしまったと

いうニュースがよく伝わってきます。そんな

つもりではなかったと反省しても、 取り返

しがつきません。いじめはされた側はもちろ

んのこと、した側にも大変大きな心の傷をつ

くります。そいうことがきちんと分かってい

たなら、いじめをする子供はきっといなくな

るに違いありません。

最後に一つ。いじめのことに限らず、普段

からどんな小さなことでも話せる関係を子供

とつくっておきたいものです。そのためにも、

まずは、子供の話を最後までしっかり聞いて

あげること、受け止めてあげることを日頃か

ら大事にしていけたらと思います。




